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BUPPAN Webinar 2020年 12月 目次
• アマゾンはあえて注力せず、楽天市場でカテゴリ上位キープ安定する事
例

� アマゾンは特に力を入れない理由って？

� 楽天市場は一度離陸すると継続しやすい？

� 実際にやっている事 ～

� ジャンルを選ぶ視点
� 商品ページづくり

� 広告運用

• オマケ： 輸出入に関わりそうな最近の世界情勢など
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自己紹介

・島野 慈宇（シマノ ジウ）

・1982年生まれ（現在38歳）

・東京都在住。

・2012年に副業でスタート（2014年2月に独立）

・物販（楽天）と他の事業で生活しています。
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楽天市場は一度離陸すると継続しやすいのか？

• 個人的には一部を除いてプロダクトサイクルは長いと思う。
（季節性の商品は除く）

• マナーの悪いセラーが少ない。

• レビューがまだある程度信用されている。

• ジャンルにもよるとは思うが、星３以上の評価なら売れている。

• 楽天Room連携したインスタグラマーさんなどが勝手に紹介してくれる。

• 離陸もイベントが多いのでAmazonよりは短期的に上に行くことも可能。
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商品選定

• 楽天ランキングはもちろんAmazonや他の媒体、海外のサイトまで幅広く見ている。

• 目星をつけたらキーワードの有る無しを確認。

• KWごとに低価格帯からハイエンドの商品までピックアップ。

• 商品レビューやブログ、Twitterなどで売れる理由を「機能」「変化」「感情」の分類。

• 定性情報を定量情報に変換する。

• 商品ごとにまとめて比較表を作成。

• 他社の会社情報も要確認。
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商品ページ作り

• 弊社では売上げの９割近くがスマホからなので、スマホで見ることを前提にしています。

• 商品ページは画像素材（写真、イラスト等）を重視して制作している。

• 理想は画像のみで完結を目指している。（実際にはほぼ不可能ですが。。。）

• 基本的には重要なものから上部（前部）に配置している。

• テキストはなるべく「短く」「読みやすく」「簡潔」に。

• あとはひたすら改善。

7



広告運用
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• 基本的にはRPP広告のみk。基本的な運用方法はアマゾンと同じだと思います。。。

• 商品KW設定で、出稿する商品のCPCをすべて最低価格の２５円にする。
オートターゲッティングに不明瞭な点が多いので、余計なKW、関連性の低いKWに表示させな
い、余計なお金を使わないため。

• マニュアルでのターゲティングは、ライバル商品の中で売れている流入KWを調べてもらう。
（ECCとの親密度によっては教えてもらえないかも。。。）

• 定期的に（弊社は週１）CTRとCVRをレポートでチェック。（RPPの表示順位はCPC優先？）

• 商品の利益率に合わせて適正な目標ROASまでひたすら改善。



輸出入に関わりそうな最近の世界情勢
（News Topics）
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ワクチン完成による物流の混乱
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• ファイザー、アストラゼネガ、モデルナのワクチンの効能が確認され、緊急使用申請が出された。
（12月4日現在）

• これを受けて世界各国は航空機の確保を進めており、すでに3月以降、8000便がチャーターさ
れており、一般の航空物流にも影響が出始めている。FEDEXやDHLなどクーリエ会社から各契
約企業に輸送の遅れ予測などの通達が回り始めている。

• 海上輸送にも影響を与えている。世界的なコンテナ不足から、コンテナ代金と海上輸送代金が急
上昇しており、日本からの船便のスポット代金も一か月で3倍近くにまで跳ね上がっている。こ
の状況は年末商戦が終わるまで継続するとみられており、当面解消の見込みはたっていない。



香港国家安全法（香港国家安全維持法）

•アメリカの香港人権・民主主義法香港自治法のカウンターとし
て制定＆施行。

•域外適用を規定する条文あり。（基本は属地主義）
「⾹港特別⾏政区の永住権を有さない者が、⾹港特別⾏政区以外で⾹港特別⾏政区が治する本法に規
定する罪を犯した場合は、本法が適⽤される」

•香港独立、共産党批判、国家分裂に関わることを行うと違反。
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ECRAとEAR

• アメリカの輸出管理、輸出規制に関する法律・政令・省令
（日本で言うところの外為法）

• 日本はリスト＆キャッチオール方式、米国はリスト式（CCL）

• 日本は非規制品目があるが、米国はほぼ全ての商品が規制対象（EAR99）

• 再輸出も規制の対象

• デミニマスルール

• 違反者は制裁対象者リストに掲載される（DPL、EL、SDN）
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輸出管理に関する強化策（中国輸出管理法等）

・中国は米国に対抗する形で輸出管理を始めて法整備。

・１０月１７日成立、１２月１日から施行。

１．中国輸出管理法 （法整備）
２．信頼できないエンティティリスト（事業者指定）
３、国家技術安全管理リスト （規制リスト、品目指定）

・今後は恣意的（政治的）に追加されていく恐れがあり、

施行まで時間的猶予が短いので注意が必要。
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ウイグル人権法案

• 180日以内に ウイグル人の人権弾圧に関係した人物団体企業のリストを
作成し、入国禁止、米国内資産廃止、金融制裁の対象にする。

• 同法に伴って、米国は「XPCC」が製造する綿花や綿製品の輸入を禁止。
（12月2日）

• 同地域にサプライチェーンを持つ大手企業への風当たりが強くなっている。
（H&M、ナイキ、GAP、ユニクロ、無印良品など）

• 今後も引き続き、周辺地域で製造されたもの、新疆綿を使用している製品
に対して規制をかけることも検討。
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おまけ

陰謀論はお好きですか？？
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オマケのおまけ
AJさんからの質問（仮想通貨について）
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・短期的にはポジティブ、長期的には要注意。

・G20で声明が発表され、各国が規制の方向に動き出している。（FBのリブラなど）

・G20の声明に沿って運用する場合、運営する国ごとに銀行免許の取得が必須。

・今年の９月末にはEUで「デジタル通貨規制案」が発表された。

・マネーロンダリングに利用されるため、今後は法整備が進んでいくと思われる。


